goそだてチーム　いっぽ   規約
　（目　的）
第１条　この規約は、地域住民による、地域住民相互の「育ち・育て」を円滑に援助するための場の提供・ネットワークづくりを行う事業（以下『事業』という）の実施について必要な事項を定めるものとする
　　１．　コミュニティスペース運営事業
　　２．　ファミリー・サポートセンターによる住民相互援助活動事業
　（運営団体・名称・事務局の設置）
第２条　事業の運営団体名は、goそだてチーム　いっぽ（ごそだてちーむ　いっぽ）
とする
　　　　創立年月日　平成２２年　４月　１日　　代表　秋場　有里子
　　　　団体所在地は、福島県田村郡小野町小野新町横町３－３　とする
第３条　事業を実施するため、事務局を設置する
１．　事務局は、福島県田村郡小野町小野新町横町３－３　に置く
２．　事業実施場所の名称を
「コミュニティハウス＆ファミリーサポート　おのほっぺ」とする

　（対象者）
第４条　事業の対象は、本事業の趣旨に賛同する、すべての地域の住民とする
（事業の内容）

第５条　事業内容は、それぞれ次の各号に掲げるとおりとする
　　《コミュニティスペース事業》

1． ⑴　場内の環境整備及び利用者に関すること
⑵　利用者を対象とする講習会及び交流会に関すること
⑶　行政等、関係機関との連絡調整に関すること事業の広報に関すること

⑷　前各号に掲げるもののほか、事業目的の達成に必要な業務
⑸　事業の広報に関すること
　　《ファミリーサポートセンター事業》
１．　⑴　会員の募集、登録その他会員に関すること
　　　　　⑵　住民相互援助活動の調整に関すること
　　⑶　会員を対象とする講習会及び交流会に関すること

　　⑷　行政等、関係機関との連絡調整に関すること
　　⑸　事業の広報に関すること
　⑹　前各号に掲げるもののほか、事業目的の達成に必要な業務

２．前項に規定する事業の円滑な推進を図るため、事務局にアドバイザーを置くものとし、補佐するためのサブリーダーを置くことができる
３．アドバイザーは、各事業の実施に当たるほか、次に掲げる業務を行うものとする
⑴　会員の募集及び登録時の相談及び助言に関すること
　　　　　⑵　サブリーダーの育成及び指導に関すること
　　　　　⑶　相互援助活動に係る相談及び助言に関すること
　　　　　⑷　事業の事務処理に関すること
（ファミリーサポート事業等の会員）
第６条　会員とは、ファミリーサポートセンター事業の趣旨を理解する者で、第1条第1項の事業の登録を要する
基本会員が第1条第2項の事業の利用を希望する場合は、登録時に次項について
申し出るものとする

１．　第1条第2項の事業に登録する会員は、次の要件に該当する者とする
　　　　　⑴　お願い会員とは、援助を希望する者とする
　　　　　⑵　サポーター会員とは、心身ともに健康な成人で、同居する家族もともに援助活動に理解と熱意を有し、積極的に援助活動を行うことが可能な者とする
サポーター会員は、所定の講習を受講のうえ援助活動にあたるものとする
２．　お願い会員とサポーター会員は、これを兼ねることができる

　（入　会）
第７条　ファミリーサポートセンター事業に参加するときは、入会申込書を提出し、会員登録をしなければならない

１．　申込みがあった者について、事業の趣旨を理解していると認めた場合に入会を認める
２．　会員は、入会申込書の内容に変更が生じたときは、会員登録変更届をすみやかに事務局に届けなければならない
３．　会員は入会申込時に登録料を添えて事務局に届けるものとする

　　中途加入者に限って年会費は加入月から第13条に定める会計期間末月までの月割りとすることができる
　（退　会）
第8条 　ファミリーサポートセンター事業の会員は、退会をしようとするときは、退会届を事務局に提出するものとする
　（相互援助活動の内容）
第９条　相互援助活動の内容は、次に掲げるものとする。

　　　　　⑴　保育所、幼稚園、小学校等（以下「保育施設等」という）に子どもを送迎すること

　　　　　⑵　保育施設等の登園・登校前又は帰宅後に子どもを預かること
　　　　　⑶　保育施設等の休業日等に子どもを預かること
　　　　　⑷　買物、通院、冠婚葬祭等保護者の都合により一時的に子どもを預かること

　　　　　⑸　子どもが軽度の病気の場合等臨時的、突発的に子どもを預かること
　　　　　⑹　その他利用会員の育児に関して必要な援助活動を行うこと
２．　前項の援助活動は、原則としてサポーター会員の住居において行うものとする　　　　　ただし、お願い会員とサポーター会員との間で合意がある場合は、この限りで　　　　　はない

　　３．　宿泊を伴う援助は受け付けないものとする

　（相互援助活動の実施等）
第10条　お願い会員は援助を受けようとするとき、事前に事務局に援助の申込みを行う
１．　事務局は、前項の申込みがあったときは、援助の内容を別に定める援助依頼受付簿に記載するとともに、申込みの内容にふさわしいと思われるサポーター会員を選考し、当該サポーター会員に連絡するものとする

２．　サポーター会員は、援助を実施したときは、当該援助の内容を別に定める援助活動報告書に記入し、お願い会員の確認を受けなければならない
　（事務局・会員の責務）
第11条　会員および事務局は、知り得た他の会員に関する秘密を漏らしてはならない
　　第８条の規定により退会した後も同様とし（守秘義務の順守）
１．　補償保険に加入するものとする　(年度更新)
２．　前項の補償保険の適用外の事故による損害については、会員間において解決しなければならない
　（報酬）
第12条　お願い会員は、サポーター会員に対し、相互援助活動の終了後、事業の利用料等に関する基準（別表１）に従い、利用料及び実費を事務局に支払うものとし、事務局はサポート会員に報酬を支払う
　（会計期間）
第13条　本事業の会計期間は、毎年4月1日から翌年の3月31日までとする
　（その他）
第14条　この規約に定めるもののほか、必要な事項は別に定める
　　附　則
　この会則は、公表の日から施行する
　公表　　　平成22年10月５日

　別紙改訂　平成23年３月１日
この規約の記載内容が正しいことを証明いたします

平成２４年５月２日

福島県田村郡小野町小野新町横町３－３

goそだてチーム　いっぽ　代表　秋場有里子

別表　１　　　　ファミリー・サポートセンター事業の利用料等に関する基準

１　ファミリー・サポート利用料金について
　預かり保険料他として入会登録時のみ　　2000円
	利用期間
	利用料
	

	 平日（月曜日から土曜日）の昼間（午前７時～午後６時）
	 １時間当たり　６００円

　(30分当たり　３００円)
	


　備考

　　⑴　基準時間は、原則として１時間とし、基準額は子ども１人につき上記の金額の

　　　　とおりとする

　　⑵　相互援助活動が１時間を超える場合は、３０分以内は上記の半額とし、３０分

　　　　を超え１時間までは１時間とする
　　⑶　兄弟姉妹など、複数の子どもを預ける場合は、二人目から基準額の半額とする　　　⑷　相互援助活動は、サポーター会員が相互援助活動を開始したときからお願い会員　　　　又はお願い会員が指定する者へ子どもを引き渡したときまでの時間とする
　　⑸　取消しの場合は、次のとおり取消しをした利用会員が支払う

　　　①　前日までの取消　無料

　　　②　当日取消　上記基準額により算定された報酬額の半額

　　　③　無断取消し　全額
２　実費の負担と支払方法
　　相互援助活動に要した子どもの送迎等に係る費用、食事（ミルク）代、おやつ代

おむつ代については、実費分を支払うものとする

お願い会員はサポーター会員に、利用後速やかに実費を含めた利用料を支払う
３　サポーター会員謝礼金について

· １サポート利用料金の５％を事務費として納める

· サポーター会員のシェアレポート提出時に、事務局より謝礼金を支払う
別表　２　　コミュニティハウス事業の利用等に関する基準
１　コミュニティハウス利用料金について

· 小学生以上　　一日利用　　一回　５００円
１８歳未満　  放課後利用　一回　３００円

　　　→　児童・生徒の単独利用は安全管理上事前の申し出をお願いします

· １８歳以上　　一時間　１００円　一日最大５００円
· 保護者が同伴利用する未就学児童は無料
２　継続利用について
　　　◎回数券
　　　　チケット　　　３００円券×5枚組　　　５００円券×5枚組
· ２枚購入ごとに該当金額分のクーポン券が追加されます
　　　　フリーパス　　６０００円  購入日より４０日間有効
３　その他

　　　◎延長等
　　　　時間外利用　３０分ごとに２００円

《備　考》
· 平常時の開館時間は、１０時から１9時とする

※１７時３０分の時点で来館者がいない場合は、その時点で閉館

· 学校等の長期休暇時期の開館時間は別途設定

· 貸切予約のある場合、臨時で休館・休館時間を設ける場合あり
